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超高圧核磁気共鳴スペクトロスコピーと四軸Ⅹ線構造解析装置
- イギリスの大学における化学分析機器の実際-

工学部 応用化学科 宮 下 晃

1000気圧加圧下でのNMR,IRスペクトロスコピー｡

これが今,イギリスの有機金属及び触媒化学の分

野で最もHotなTopicsの1つになっている｡Liverp00l

大学触媒化学及び表面科学研究所のB･Heaton教授

は,超高圧NMR,IR及びシンクロトロンを用いた

EXAFS(Exter血 X-rayAbsorptionFineStructure

Spectra),四軸X線結晶構造解析装置を駆使 した非

常に先駆的な研究を進めている｡イギリスでは,

日米の大学とは違って学科に一人の教授 しかいを

い.人事 ･予算執行権を握る重要をポス トである.

桜並木をアプローチとした研究所の4階にHeaton

教授の研究室があるO重責にありをがらグループ

のテリトリーは,本学の1講座分くらいであろう

か｡0Xford大学のあの有名をM･L H･Green教授

のグループでも,これと大きな差はないように感

じた｡Heaton教授は,早速,超高圧NMR装置をみ

せてくれた｡せいぜい20気圧程度でのNMRLか測

定したことがをかった筆者には好奇心が掻立てら

れる｡研究室の一角にトオチカを思わせるようを

白壁の部屋があった｡隣の部屋は電子工作室で機

械工具,オシロスコープ,ICやトランジスターの

チップをどの電子部品が机上に氾濫 していた｡

NMRスペクトロメーターはその隣の部屋にあり,

Brucker360MHgのスペクロメーターが痛痛しく大
I

改造され,装置裏側にはコード類が何十本と新た

に接続されて束ねてあった｡何か変んだ｡肝心の

マグネットがない｡Hea,ton教授は,黙ってニコニ

コしている｡例のコードの一束をたぐってみると

壁の穴を通して隣室に連がっている｡部厚い壁に

囲まれた隣室に0Ⅹford社の超伝導マグネット(360

MHg)があった｡以前,筆者が使っていたBrucker

360MHgNMRとかをり雰囲気が違 う｡試料挿入口

の上にはクレーンが接続され,壁にセットされて

いるハンドルで上下出来るようになっている｡5mm

や1hm声のガラスNMRチューブで測定をしている

筆者にとって1000気圧でのスペクトル測定の方法

がイメージ出来ない｡考え込んでいるとHeaton教
き上う

授は,1つの大砲の薬菜のようを金属わ棒を持っ

て来た｡彼はミThisisaNMRtube.′ミと言った｡

直径20cm,内径 8cm≠,高さ60cmで高品質ステンレ

ス製のNMR測定管である｡下部には内圧,温度測

定端子が接続されており意外にシンプルな形をし

ているOオー トクレーブをそのままNMR測定管に

したようをものであったO装置開発にあたったIggo

博士は測定管の材質の選択,特に常磁性物質の完

全除去に苦労したようである｡最近,触媒有機金

化学の分野ではクラスター錯体,すなわち1つの

分子内に複数の同一または異種類の遷移金属元素

を含み,それから構成される錯体を用いた触媒反

応の研究が大変活発であり優れた研究成果が報

告されている｡ 特に,一酸化炭素やメタンなど

を原料とした高付加価値化合物の合成化学では

不可欠の錯体触媒 と怒っているO しかも,これ

らの多くは高圧下で進行する反応が多く, 反応

の様子を追跡する方法がをかった｡ そのため反

応機構については,多くのblack-boxがあり新

しい高活性触媒の分子設計や開発に役立つ情報

が少なかった｡Heaton教授らの研究は,これら

に多くのbreak-through をもたらす画期的な方法

であり,最近多くの興味深い研究報告を続けてい

る｡

筆者は,本年 7月,文部省の ｢英国における有

機金属化学及び触媒化学の研究動向調査｣蛙の一

人として,ほぼ1ケ月間,2つの国際会議に参加
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するのと同時に6つの主要大学を訪問した｡研究

内容,研究設備及び研究動向の調査を主たる目的

とした｡正直言って,我が埼玉大学分析センター

所有の機器類は最近充実して来たとは言え,まだ

イギリスの地方大学と比べても見劣りがする｡有

機化合物を扱う化学では,超伝導NMR,高速磁場

掃引型GC-MS及び四軸Ⅹ線結晶解析装置は, 現

代の化学における三種の神器であり研究遂行上不

可欠である｡イギリスでは国家財政の厳 しい中で

ち,こういった教育研究上重要な分析機器類には

惜みなく予算が つ く た め , 訪 問 先 の 大 学 す べ てに

設備してあった.我が分析 セ ン タ ー に は , 残 念 な

がら四軸Ⅹ線結晶解析装置がか ､｡化学 物 の 分 子 構

造を直接知る上で不可欠であり,新しい機能を有

する化合物の合成及び分子設計には大変重要であ

る｡特に,その必要性,重要さを痛切に感 じたの

は, 訪英中 に参加 した 白金錯体触媒国際会議

(sheffield大学)と日英有機金属国際会議(Liverpool

大学)でのことである｡驚いたことに,ほとんどの

研究発表で示された新規化合物については, X線

結晶解析による分子構造図が元素分析代りに提出

され,聴衆にアピールしたOスライドいっぱいに

写 し出される新規合成化合物のオルテップ図は非

常に迫力があり,何の説明も委 しか ､｡

ThemetalskeletonLn(NL38Pt6(CO)48HP- "Jus

tlookatthisbeautifulstru

cture.′"である｡化合物の構造を説明

するために2D-NMR,IR,MS,元素分

析と次々にスライドを見せても,結晶解析図のスライド1枚には見劣りする｡世界のレベル

に遅れないように本学にも四軸X線結晶解析装置を導入したい

ものである｡ⅠⅠⅠ固 ◎OROYALSOCIETYOFC
HEMISTRYDALTON

DIVlSION3rdlNTERNATIONALCONFERENCE

THECHEMISTRYOFTHEPLATINUMGROUPMETALS
UMVERSITYOF

SHEFFIELDSHEFFLELD.EN
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の各大学は,皮肉にも日本企業からの研究助成も

あって大型機器類(高度のものも含めて)が整っ

ているところが多い｡しかし筆者の印象では各々

の大学は,それぞれの特色を出すために特定テー

マのもとに優れた研究スタッフを集め,それに沿った トップレ

ベルの大型機器類を集中盤備しているようにも見

えた｡先述のLiverpool大学は,固体触媒化

学と表面科学が最も活発であり優れた研究スタッフとICI社からの

研究員によって最先端の研究が進められている.これはOxfordやCanbridg

e大学にもをい同大学の特色でもある｡今,

イギリスではアスベス ト有害説もあって,各大学の化学系建物は

,大々的にアスベスト除去作戦が展開中である｡

0Xford大学やsussex大学では,夏

休みということもあって美大な予算を投 じて天井

,壁の改修工事が進められており,研究措動が中

断していた｡現政権の直接的圧力もあってか,今イギ

リスにおける化学研究のあり方が大きく摺れ動いて

いる｡ 200年間も世界の化学の発展のために貢献 してきたイギリス

の基礎化学,一見,保守的で"Justmy

chenistry"的とも思える発想で進めて来

たイギリス化学界に,小さくても強力を嵐が吹 き始

めている｡ ｢ノーベル化学賞受賞者がたくさんいても国は豊かにならない｡｣こういう圧

力の中で,イ


